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加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成を求める要望署名 

 

 日本は超高齢社会になりました。高齢になっても生き生きと暮らしていけることは当

人だけでなく家族や社会全体が望むところです。しかし、高齢化に伴い難聴者が増え、

日常生活や社会参加も難しくなり、補聴器を求める声が大きくなっています。難聴ゆえ

に引っ込みがちになり、うつや認知症の要因となることが指摘されています。 

年金暮らしの高齢者には高額な補聴器を入手するのは困難なのが実情です。国際的に

見ても日本の補聴器使用率は非常に低水準にあります。難聴を「医療」の分野として補

助制度がある欧米と比べ、日本は「障害」の分野でとらえて助成対象を狭めていること

が背景にあります。 

高齢者が日常生活や社会で活躍して行く上で補聴器はもはや必需品です。 全国的に

は東京都の中央区などの八区や静岡県磐田市をはじめ、多くの自治体が高齢者への支援

制度を実施しています。 

仙台市においても、ぜひ補聴器への助成制度を創設していただきたく下記の通り要望

いたします。 

 

一、加齢性難聴者の補聴器購入への公的助成制度を創設すること 
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